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Magma Stickiness and Volcanic Shape Experiment  
― Treatment of magma and volcano shapes in the textbooks ― 




























で第 2 章で各教科書に提示されているモデル実験を検証し，第 3 章でより良いモデル実験の提案をす













































                             図 1 火山の噴火の仕組みの図 
a：『新版 理科の世界 1』大日本図書株式会社（2015）；b：『自然の探求 中学校理科 1』教育出版株式
会社（2018) 
図 2 ねばりけのちがいと火山の形(『新版 理科の世界 1』大日本図書株式会社，2015) 











































『未来へ広がる サイエンス 1』啓林館株式会社（2018） 
図 4 ねばりけと流れ方のちがい  
『中学校 科学 1』学校図書株式会社
（2018) 












































図 6 石こうのねばりけによる形の違いを調べる実験 
『新編 新しい科学 1』東京書籍株式会社（2015） 
図 7 「マグマのねばりけ実験」の実施
アンケート結果（山﨑ほか，2019） 










































図 8 マグマの粘性と火山体の形状実験に使う道具 
図 9 マグマの粘性と火山体の形状実験の手順 
山﨑・角縁 マグマの粘りけと火山の形状実験 
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図 10 水と PVA 洗濯のりの割合を変えて実験した結果 
 




 マグマの粘性と火山体の形状に関する実験として水と PVA 洗濯のりの割合を変えて実験をしてみ
た。ドレッシングシェイカーに石膏をいずれも 40g 測り取り，水：PVA 洗濯のりの割合を①100：0，
②80：20，③60：40，④40：60，⑤20：80，⑥0：100 の 6 パターンで実験した。重曹の量はいずれ
も 25g，攪拌回数は 15 回混ぜることにした。結果は以下のようになった。 
①100：0 だと粘性がなく，気体がすぐに抜けてしまい，溶岩が噴出しないで終わった（図 10①）。 
②80：20 の割合では溶岩が噴出し，かなり広がっているのがわかる（図 10②）。 
③60：40 でも同様に広がっている（図 10③）。多少の広がり方の差はあるが，②80：20 と③60：
40 では顕著な差が見られなかった。 
④40：60 では最初は盛り上がって出てきたが，時間がたつと徐々に広がってきた（10 図④）。 
⑤20：80 でも同様に最初は盛り上がって出てきたが，最後は薄く広がった（図 10⑤）。広がり方は
水の割合が多いほど広がりやすい。 
⑥0：100 では粘性が強く，時間がたってもこもこした形をとっていた（図 10⑥）。 
この実験から，中学校のマグマの粘性と火山の形状を調べる実験には，ねばりけの弱い溶岩で盾状
































 対象は佐賀県唐津市の D 中学校 1 年生 4 クラス 128 名であり，授業実施日は 2019 年 1 月 15 日～18



































表 1 事前アンケートの結果 
 




楽しい 20.3％  まあまあ楽しい 57.8％  あまり楽しくない 15.6％  楽しくない 6.3％ 
② ①で答えた理由を教えて下さい。 
 実験や観察が楽しい 56.3％  いろいろなことを学べる 21.9％  テストが分かると嬉しい 21.1％ 
 授業が楽しい 16.4％  勉強になる 14.8％  調べ学習が楽しい 8.6％  将来役に立つ 8.6％ 
 語句を覚えるのが苦手 33.6％  授業がわからない 14.1％  実験が嫌い，苦手 7.0％ 
③ 知っている火山の名前を書いてください。（記述；複数回答可） 
 富士山 54.7％  桜島 30.5％  阿蘇山 39.1％  雲仙普賢岳 3.1％  御嶽山 1.6％   
三宅山 1.6％  霧島岳 0.8％  箱根山 0.8％  エトナ山 0.8％  キラウェア 0.8％ 
チャイテン山 0.8％  エベレスト 0.8％  鏡山 0.8％  わからない・無回答 25.8％ 
④ 火山の被害に対する取り組みとして知っていることを書いて下さい。（記述；複数回答可） 
 防災グッズをそろえる 1.6％  ボランティア 8.9％  避難訓練 9.4％  募金 4.7％  
 自衛隊，レスキュー隊など 2.3％ 火山噴火のデータをとる 0.8％ わからない・無回答 67.2％ 
図 12 火山の噴火の仕組みを炭酸飲料の気
泡と関連付ける実験の様子 






































































































































するとともに，実験前に配布したワークシート（図 14）に示した。今回は各グループ 4～5 人で構成
し，計 8 グループで実験を行った。各グループには，石膏 40g を入れたドレッシングシェイカー，割
り箸，重曹 25g，大地に見立てた発泡スチロールの板，油粘土で作った山を準備し，教卓から見て左
側の 4 つの班にはハワイのマウナロア火山のマグマに見立てたもの（PVA 洗濯のり 10ml+水 90ml に

















図 13 導入で火山の説明を受ける様子(左)と火山の形状実験で溶岩の流れを観察している生徒(右) 
 


























































































楽しい 59.2％   まあまあ楽しい 1.7％    普通 16.7％   あまり楽しくい 0.8％  
 楽しくない 1.7％ 
② ①で答えた理由を教えて下さい。（記述式） 
 (全体的に)実験や観察が楽しい 26.7％  炭酸飲料の噴火実験が楽しい，興味がある 28.3％ 
  火山の噴火の実験が楽しい，興味があった 32.5％   とても勉強になるため 12.5％  
 動画が分かりやすい 3.3％  ワークシートが分かりやすい 0.8％  先生が面白い 1.7％ 
 火山に興味がもてた 0.8％  無回答 5.8％ 
③ 知っている火山の名前を書いてください。（記述；複数回答可） 
 富士山 75.8％  桜島 59.2％  阿蘇山 50.8％  雲仙普賢岳 25.0％  御嶽山 2.5％   
三宅山 2.5％  霧島岳 0.8％  箱根山 0.8％  昭和新山 28.3％  キラウェア 8.8％ 
マウナロア 14.2％  口永良部島 1.7％   浅間山 1.7％   エベレスト 2.5％  
榛名山 1.7％  西之島 1.7％   わからない 28.3％  無回答 20.8％ 
④ 火山の噴火はなぜ起こるか（記述） 
 気泡が膨張する，発泡するなど 24.2％  マグマの上昇によってなど 13.3％  
マグマが溜まる 1.7％   二酸化炭素が出てくる 0.8％  
マグマの温度が上がる 0.8％  地震によって 0.8％  爆発する 4.2％ 
 異常気象によって 0.8％  神々の怒り 1.7％   わからない，無回答 49.1％ 
⑤火山の噴火の様子や形のちがいは何のちがいによるものか 
 マグマのねばりけ 46.7％  マグマの温度のちがい 5.0％  噴火の仕方のちがい 4.2％ 
 山の形，地形によるもの 5.8％  気候による 0.8％  溶岩が固まる 0.8％ 
 火山次第 0.8％  わからない 15.8％  無回答 20.8％ 
図 15 火山の噴火はなぜ起こるかの生徒の解答例 
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5．石膏と PVA 洗濯のりを使った火山の形状実験の教材としての可能性と注意点 































 本研究では，石膏と PVA 洗濯のりを使った火山の形状実験の有用性や注意点など，教材としての可
能性について検討することができた。実験の効果と留意点を以下に示す。 
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